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新年交礼会（夜間）
職業奉仕委員会担当例会
一日会長・幹事
法定休会
会員卓話
ふれあい農園報告
会員増強委員会担当例会

総 会 員 数
欠 席 者 数

出 席 率
前 回 ﾒ ｰ ｷ ｬ ｯ ﾌ ﾟ
前回修正出席率

　　　　　　　　　７名 津田 , 石川 , 木村 , 清水
　　　　　　                  宮岸 , 児島 , 武田  各会員

２名　成田（雅）, 伊東会員

　１月３０日(火）
　２月　６日(火）
　２月１３日(火）
　２月２０日(火）
　２月２７日(火）
　  3月 　5日(火）
　 3月 １２日(火）

２９名  （出席免除者１名中０名出席）

75.00％

82.14％

NO.3008 第 21 回例会

例 会 案 内 例会案内「1 月～３月」

出 席 報 告

圓浄貴之会長

担当：親睦活動委員会

会 長 報 告

ス マ イ ル Ｂ Ｏ Ｘ

1 月 23 日例会

■滝川 RC より例会案内の送付

新 年 交 礼 会
RI2510 地区

https://mypage.fukanavi.com/rotary/

轡田 PAG　　　マルチポールハリスフェロー 2 回目
成田雅敏 AG         長期欠席のお詫び
長谷川 P 会長 　明けましておめでとうございます。
伊東副会長　       1 月誕生日

　先日まで年明けからの寒気が弱まり、雪下ろしの際
の事故が増えてきました。これからが冬本番なので、
車輌、歩行中など冬型の事故には十分気をつけてお過
ごし下さい。受付ですでに御協力頂いた方もあろうか
と思いますが、先週の理事会で能登半島地震義捐金に
ついて１会員２０００円の御協力をお願いすることと
なりました。今日と来週の二回で募集しますのでお願
いいたします。
　昨年１０月２４日に開催された世界ポリオデーの際
に、２５１０地区として大通公園のテレビ塔をシンボ
ルカラーのレッドに点灯させました。その写真をＲＩ
のコンテストに提出していたそうです。その画像が第
２位に入選したそうであります。ご報告申し上げます。
　ガバナー月信１２月号コーディネーターニュースの
ページに第１地域田中久夫コーディネーター補佐（高
崎ＲＣ）のコメントが掲載されていました。２５年以
上のロータリアン歴の中でずっと「ロータリーの魅力」
についての明確な答えを求めていたそうであります。

「人生の目的」とか「品格の完成」といった言葉には
出遇ってきたものの、ピンとこなかったそうです。私
自身は「ロータリークラブの存在意義」についてずっ
と彷徨っていますが少し近い疑問と感じ、読んでみま
した。結果、松任谷由実さんがテレビで人生の目的を
尋ねられた時の「人生をエレガントにおくることよ」
ということばで腑に落ちたそうです。私はまだ彷徨う
必要がありそうです。
　さて、本日は干支会員、つまり辰年生まれの会員卓
話です。轡田パストガバナー補佐と廣上会員、宜しく
お願いいたします。

世界に希望を生み出そう

累計 271.000 円

寺島幹事前例会幹事報告

（火）

月 　  日

新年年男卓話



　
廣
上
会
員
卓
話

　

今
年
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
大
き
く
か
か
わ
る
出

来
事
と
し
て
、
７
月
に
新
紙
幣
が
発
行
と
な
り
ま

す
。
一
万
円
は
渋
沢
栄
一
、五
千
円
は
津
田
梅
子
、

千
円
は
北
里
柴
二
郎
で
す
。
多
分
、
こ
れ
か
ら
、

テ
レ
ビ
等
で
紙
幣
や
記
念
硬
貨
で
そ
の
額
面
以
上

の
価
値
が
出
る
も
の
等
の
情
報
が
出
る
と
予
想
し

て
お
り
ま
す
。
紙
幣
番
号
は
必
ず
A0000

1A
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
以
降
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
、
数

字
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
最
後
、Z
ま
で
い
く
と
、

次
は
AA
と
い
っ
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
な
り
ま

す
。
各
紙
幣
の
１
号
目
は
、
お
札
と
切
手
の
博
物

館
と
い
う
施
設
に
展
示
さ
れ
て
ま
す
。
紙
幣
に
は

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
等
で
高
額
と
な
る
紙
幣
が
ご
ざ
い

ま
す
。
よ
く
言
わ
れ
る
の
は
、
記
号
・
番
号
で
ゾ

ロ
目
、
キ
リ
番
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、
階
段
に
な
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

因
み
に
、
新
紙
幣
が
発
行
さ
れ
た
際
に
、
金
融

機
関
や
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
は
５
万
円
を
全
て
千
円

札
に
と
い
っ
た
際
、
両
替
と
見
倣
さ
れ
、
両
替
手

数
料
が
発
生
し
ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。
新

紙
幣
発
行
の
一
般
的
な
目
的
は
偽
造
防
止
と
言
わ

れ
て
お
り
、
現
在
の
紙
幣
が
２
０
年
前
に
発
行

さ
れ
た
事
を
考
え
れ
ば
、
納
得
の
い
く
話
で
す

が
、
私
と
し
て
は
、
別
の
狙
い
が
あ
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
れ
は
タ
ン
ス
預
金
の
発
掘
で
す
。

２
０
２
２
年
１
２
月
末
時
点
で
の
家
計
部
門
に
於

け
る
現
金
は
約
１
０
０
兆
円
あ
り
、
そ
の
半
分
で

あ
る
約
５
０
兆
円
が
タ
ン
ス
預
金
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
５
０
兆
円
の
タ
ン
ス
預
金
の
一
部
が

消
費
や
投
資
に
る
事
で
経
済
循
環
が
促
進
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
併
せ
て
、

マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
・
脱
税
の
防
止
を
防
ぐ
と

い
う
思
惑
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
国
は
貯
蓄
よ
り
投
資
へ
と
呼
び
掛
け
て

お
り
ま
す
。自
身
の
立
場
と
し
て
は
、預
金
が
減
っ

て
し
ま
う
の
で
、
あ
ま
り
投
資
に
ま
わ
っ
て
し
ま

う
の
は
困
る
の
で
す
が
。
そ
の
投
資
の
受
け
皿
と

し
て
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
と
い
う
制
度
が
あ
る
事
を
皆
さ

ん
も
ご
存
じ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
が
こ

の
度
、
制
度
変
更
と
な
り
ま
す
。
非
課
税
保
有
期

間
や
口
座
開
設
期
間
の
制
限
が
緩
和
さ
れ
、
よ
り

柔
軟
な
運
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
が
、あ
く
ま
で
、

新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
投
資
で
利
益
を
得
た
際
に
利
益
が

非
課
税
に
な
る
等
で
あ
り
、
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
活
用

し
た
と
い
っ
て
、
株
や
投
資
信
託
で
儲
か
る
と
い

う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、ご
留
意
下
さ
い
。

　

日
本
人
は
、
貯
蓄
大
好
き
民
族
で
投
資
経
験
が

無
い
方
が
殆
ど
で
す
。
最
近
、
投
資
に
つ
い
て
多

数
の
情
報
が
あ
ふ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
並

び
に
、
皆
さ
ん
の
周
り
の
方
に
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注

意
頂
き
た
い
の
が
、
有
利
な
投
資
を
教
え
る
、
勝

て
る
投
資
等
の
表
現
で
煽
り
、
高
額
な
月
額
料
で

自
信
の
サ
ロ
ン
に
入
会
さ
せ
た
り
、
金
や
仮
想
通

貨
が
有
利
と
い
っ
て
そ
ち
ら
に
誘
導
し
、
言
い
方

は
悪
い
で
す
が
、
投
資
の
経
験
値
が
少
な
い
人
を

カ
モ
に
し
て
い
る
者
が
多
数
お
り
ま
す
。

　

投
資
詐
欺
は
比
較
的
被
害
額
が
多
い
の
が
特
徴

で
す
。
投
資
商
品
多
く
に
は
取
引
所
が
あ
り
ま
す

が
、
不
動
産
、
動
産
、
金
、
非
上
株
は
、
取
引
所

を
介
さ
な
い
で
個
人
間
で
取
引
が
出
来
ま
す
の

で
、
商
材
に
使
用
さ
れ
る
例
が
多
い
で
す
。

　

あ
く
ま
で
、
投
資
は
自
己
責
任
と
な
り
ま
す
。

自
分
に
合
っ
た
投
資
商
品
を
選
び
、
内
容
等
を

し
っ
か
り
と
学
ん
で
頂
き
、
計
画
的
な
投
資
を
推

奨
致
し
ま
す
。
投
資
に
興
味
が
無
い
方
、
ま
だ
検

討
中
の
方
は
、
当
金
庫
へ
預
金
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

　
轡
田
Ｐ
Ａ
Ｇ
卓
話

　
「
本
年
１
月
１
日
、
震
度
７
を
記
録
し
た
能
登

半
島
地
震
で
は
、
街
並
み
を
一
変
さ
せ
る
ほ
ど
の

被
害
が
様
々
な
箇
所
で
見
ら
れ
る
。
石
川
県
危
機

管
理
監
室
の
資
料
に
よ
る
と
、
建
物
の
全
壊
・
半

壊
は
２
万
棟
以
上
に
及
び
、
宗
教
施
設
に
も
大
き

な
被
害
が
生
じ
て
い
る
。
各
所
で
道
路
が
寸
断
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
受
け

入
れ
は
進
ん
で
い
な
い
。
一
方
で
、
教
団
の
職
員

は
現
地
に
足
を
運
び
被
害

状
況
の
把
握
に
努
め
、
物

資
の
搬
入
等
を
進
め
て
い

る
。
避
難
所
で
炊
き
出
し

を
す
る
宗
教
者
や
、
重
機

を
県
外
か
ら
運
ん
で
が
れ

き
撤
去
、
安
否
不
明
者
の

捜
索
に
当
た
る
僧
侶
の
姿

も
あ
る
」
こ
れ
は
中
外
日

報
と
い
う
宗
教
・
文
化
の

専
門
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
で
す
。

写
真
の
鐘
楼
は
大
谷
派
、
圓
浄
会
長
の
宗
派
の
真

念
寺
の
基
礎
に
ヒ
ビ

が
入
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

下
の
写
真
は
シ
ャ

ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
会
の
炊
き
出

し
の
様
子
、
ま
た
本

願
寺
金
沢
別
院
の
支

援
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ

ら
れ
た
物
資
を
仕
分

け
す
る
様
子
等
が
掲

載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
震
災
に
対
し
て
心
が
痛
む
分
け
で
す
が
、

私
た
ち
も
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
し
て
今
日
か
ら

義
援
金
が
集
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
震
災
に

は
今
何
が
必
要
か
を
考
え
な
が
ら
、
皆
で
協
力
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
年
が
明
け
て
辰
年
と
な
り
ま
し
た
。

干
支
の
辰
時
文
字
は
手
編
を
付
け
れ
ば
「
振
」
と

い
う
字
に
な
り
ま
す
し
「
雨
」
を
上
に
つ
け
れ
ば

「
震
」
と
い
う
字
に
な
り
ま
す
。
日
本
の
龍
は
、

蛇
神
で
あ
り
、
中
国
か
ら
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、 

中
国
の
後
漢
の
時
代
に
は
、
龍
の
体
は
七
つ

の
動
物
を
も
っ
て
龍
を
形
ど
っ
た
と
言
わ
れ
ま

す
。
鷹
の
爪
、
狼
の
口
、
ロ
バ
の
耳
、
ウ
サ
ギ
の

目
、
鯰
の
ひ
げ
、
大
蛤
の
鱗
、
蛤
は
水
を
吹
く
と

い
わ
れ
、
お
釈
迦
様
が
生
ま
れ
た
と
き
に
龍
が
蛤

か
ら
水
を
吹
く
が
ご
と
く
産
湯
を
つ
か
わ
し
た
と

い
う
伝
説
も
あ
り
ま
す
。

■例会場 ラ・カンパーニュホテル深川

■事務局 〒074-0004深川市4条９番40号          

　プラザ深川３Ｆ ℡(0164)34-6228 

深川
Ｒ  Ｃ

委 員 長

副委員長

佐々木弘有  
廣上 　晃士

会　長　圓浄　貴之　   会長エレクト　飛騨野貴広   　   副 会 長    伊東由紀夫
幹　事　寺島　康広    　副      幹      事   平 瀬　　文男 　　 会      計     廣上 　晃士　 

■ URL Ｈ ttp://mypage.fukanavi.com/rotary/ ■ Mail  fukagawa- ＲＣ @club502.jp

■例会日　毎週火曜日

■姉妹クラブ　南海ＲＣ（韓国）

■第２５１０地区第１グループ

例
会
運
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深
川
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新年年男卓話


